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ワークショップ進行シート 

作成日： 2014 年 7 月 28 日 

 

タイトル：   クールジャパンって何だ？～海外から日本を見つめなおす～    

 

   ファシリテーター（グループ）：  クールジャパンチーム    

 

 

１：本ワークショップの要旨 

  

私たちの日常の一部が、実は世界で非常に注目、高い評価を受けている。私たちにとっては当たり

前の文化が他国には当たり前ではなかったということを、クールジャパンを例に海外の視点から日本文

化を見つめなおしてもらう。 

 

 

 

２：本ワークショップの目的(目標、実現したいこと) 

 

日本の文化がなぜ世界から注目されているのかを、日本の良さを再確認してもらいつつ、異文化を

理解することができる。 

 

 

 

３：本トピックをとりあげる理由 

 

 

私たち日本人にはとっくに定着している身近なことが、実はとても素晴らしいものであるということを知

ってもらいたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 29日 必着 

新潟県国際交流協会宛 
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４：活動過程   （使用時間：  90分    参加人数： 約３０～４０人  ） 

 

過 程 

(所要時間) 

活動内容 具体的な発問・説明・

動きなど 

ねらい 使用する教材 

・備品 

予想される反

応．その他，注

意事項 

 

自己紹介 

（５分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイスブレー

キング 

（１５分） 

 

 

 

 

 

「世界のあれこれ集

めて！ゲーム」 

 

 

 

 

 

5～6人程度のグループ

を作成 

 

ピースの写真に写って

いるものがわからなくて

困っている生徒がいた

ら、一緒に考える。 

 

 

その国の特徴や

文化を知ってもら

う。 

 

 

 

写真 

 

 

 

 

「これはアメリカ

っぽいなあ」 

 

「この写真と似

たピースを持っ

ている人―」 

 

 

導 入  

:起 

（１５分） 

 

 

 

 

「クールジャパンっ

て一体何なん

だ！？クイズ」 

 

 

 

 

 

 

例）世界が日本の文化

に注目したのは、何でし

ょう？ 

 

答えてくれそうな人に当

てる 

 

 

 

クールジャパンの

概要や由来につ

いてなどを知って

もらう。 

 

 

図表 

写真 

 

 

 

 

 

 

「すし！」 

 

「サムライかもし

れないよ」 

 

 

 

 

展 開  

：承 

（10分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「劇」 

 

敬和大学の留学生

に行ったアンケート

をもとにした劇 

 

 

 

劇を見てもらう。 

 

 

外国人には日本

のどんなところが

クールなのか、国

や文化によってそ

のとらえ方が違う

ことを理解しても

らう。 

 

 

 

写真 

 

 

 

 

「外国人は初め

て日本に来た

時こんなことを

思うのか」 

 

「外国人に日本

はこう思われて

いるんだね。」 
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休憩 

（１０分） 

     

 

発展 

 ：転 

（20分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お互いの気持ちゲ

ーム」 

 

 

 

 

日本の常識と海外の反

応をグループで考え、マ

ッチングさせる。 

 

例）日本人の「すいませ

ん。」は海外の人からどう

受け入れられているだろ

う？ 

 

 

 

日本の文化が海

外で評価されて

いるものだけでな

く、不思議にとら

えられていること

を知ってもらう。 

日本や海外の精

神や考え方の違

いを理解し、海外

の人に目を向ける

ことが大事だと気

付いてもらう。 

 

 

写真 

画用紙 

 

 

 

 

 

「日本と海外と

では考え方が

違うんだな。」 

 

「海外では日本

の文化を不思

議だと感じるこ

と が あ る ん だ

ね。」 

 

 

 

まとめ 

 ：結 

（１５分） 

 

 

「活動を通して感じ

たこと、考えたこと」 

 

グループワーク 

(５分) 

発表 

(５分) 

まとめ 

(５分) 

 

 

 

 

アイスブレーキングのグ

ループに分かれてもら

う。 

 

各グループで話し合い、

感じたこと、考えたことを

ポストイットに書いてもら

う。 

意見を共有し合う。 

 

 

 

 

文化の違いを理

解し、海外に目を

向けることで異

文化理解を深め

てもらう。 

 

 

 

 

 

ポストイット 

マジックペン 

 

 

 

 

 

自由に書いても

らった子どもた

ちの意見を尊

重する。 
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５：会場のセッティング 

・ワークショップを通して、生徒は机、椅子を使用しない。ただし、道具を置くために、２，３個の机が必要。 

・可能であれば、パワーポイント(スクリーン)を使用したい。 

 

６：使用する教材 

・写真 

・ポストイット 

  ・マジックペン 

 

７：参考にした資料 

・「ニッポンのここがスゴイ！ 外国人が見たクールジャパン」 堤和彦 著（株式会社武田ランダムハウスジャパン、

2011年） 

・「COOL JAPAN 発掘！かっこいいニッポン」 NHK『COOL JAPAN』取材班・編（株式会社武田ランダムハウス

ジャパン、2008年） 

 

８：その他 

 単なる日本自慢で終わらせないように注意しながら、日本と海外それぞれに良さがあるということに気付いてもら

えるようワークショップを進めます。 

 

 

 


